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論 文 内 容 の 要 旨 
【目的】 
近年、多門CTやCT検診の普及により、経気管支的検査では診断が困難な微小結節影が増加している。
CTガイド下肺生検は 10mm未満の結節においても高い診断率を示し、小結節の診断法として有用な検
査である。CTガイド下肺生検で採取される組織標本は 0.1mm×1mm×19mmの短冊型であり、ホルマリ
ン固定時に結合度が弱く解離することがある。CT ガイド下肺生検で採取・診断された非小細胞肺癌
における組織標本のホルマリン固定前の肉眼的性状と臨床病理学的性状の関係について検討する。 
【対象】 
当院にて 2009年 5月から 2013年 5月の間に CTガイド下肺生検を施行された症例を対象とした。 
【方法】 
CT ガイド下肺生検は 2名以上の呼吸器内科医師および放射線科医師にて施行された。18ゲージ生検
用針を用いて 2回標的陰影の生検を行い、採取された組織標本をホルマリン固定時に 2名の医師によ
り肉眼的性状の評価を行った。最長の組織切片が 5mm以上であれば棍棒状、5mm以下であれば解離状
と定義した。 
採取組織の結合組織・線維化を Azan 染色にて評価し、臨床的背景および検体の肉眼的性状との関係
を AAA検定にて検討した。 
【結果】 
111例に CTガイド下肺生検が施行され、23例が解離状検体で 88例が棍棒状検体であった。診断率は
棍棒状検体群で 87.5%、解離状検体群で 82.6%と両者間に有意差を認めなかった(p=0.509)。60 例が
非小細胞肺癌と診断され、14例が解離状検体で 46例が棍棒状検体であった。肉眼的性状と年齢・性
別・組織型・分化度・腫瘍径の各間に有意な相関は認められなかった。Azan 染色において棍棒状検
体群では 93.5%に結合組織に線維化が認められたが、解離状検体群では 28.6%であり、棍棒状検体群
と比較して有意に低かった(p<0.001)。多変量解析では非小細胞肺癌における他臓器への遠隔転移を
有する症例が解離状検体群では棍棒状検体群と比較して有意に多かった(p=0.026)。リンパ節転移に
おいても解離状検体群が棍棒状検体群と比較して多い傾向にあった(p=0.054)。 
【結論】 
非小細胞肺癌における CT ガイド下肺生検組織検体の肉眼的性状は遠隔転移と関連があることが示唆
された。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
 近年、多門 CT や CT 検診の普及により、経気管支的検査では診断が困難な微小結節影が増加して
いる。CT ガイド下肺生検は 10mm 未満の結節においても高い診断率を示し、小結節の診断法として
有用な検査である。CT ガイド下肺生検で採取される組織標本は 0.1mm×1mm×19mm の短冊型で
あり、ホルマリン固定時に結合度が弱く解離することがある。本研究は、CT ガイド下肺生検で採取・
診断された非小細胞肺癌における組織標本のホルマリン固定前の肉眼的性状と臨床病理学的性状の
関係について検討したものである。 
CT ガイド下肺生検を施行された 111 症例を対象として、採取された組織標本をホルマリン固定時に
2 名の医師により肉眼的性状の評価を行った。最長の組織切片が 5mm 以上であれば棍棒状、5mm 以
下であれば解離状と定義した。さらに採取組織の結合組織・線維化を Azan 染色にて評価し、臨床的
背景および検体の肉眼的性状との関係を検討した。 
その結果、23 例が解離状検体で 88 例が棍棒状検体であった。診断率は棍棒状検体群で 87.5%、解
離状検体群で 82.6%と両者間に有意差を認めなかった(p=0.509)。60 例が非小細胞肺癌と診断され、
14 例が解離状検体で 46 例が棍棒状検体であった。肉眼的性状と年齢・性別・組織型・分化度・腫瘍
径の各間に有意な相関は認められなかった。Azan 染色において棍棒状検体群では 93.5%に結合組織
に線維化が認められたが、解離状検体群では 28.6%であり、棍棒状検体群と比較して有意に低かっ
た(p<0.001)。多変量解析では非小細胞肺癌における他臓器への遠隔転移を有する症例が解離状検体
群では棍棒状検体群と比較して有意に多かった(p=0.026)。リンパ節転移においても解離状検体群が
棍棒状検体群と比較して多い傾向にあった(p=0.054)。 
これらの結果から本研究では、非小細胞肺癌における CT ガイド下肺生検組織検体の肉眼的性状は遠
隔転移と関連があることが示された。 
以上のことから、本研究は今後の非小細胞肺癌患者における予後予測因子の確立に貢献すると考えら
れる。従って、本研究は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
 
